
1)トマトの株を6株用意し，表1の生育条件で4週間育てた。

ジャスモメート液剤を散布するものは2週間置きに散布した。

＊線虫汚染土は約100頭/20gのネコブセンチュウを含む土壌。

2)4週間後にすべての株の根こぶ数と根の重量を測定し，根1g
あたりの根こぶ数を算出した。

本実験ⅠとⅡを通してわかったこと
本実験Ⅰではジャスモメート液剤は線虫による生長阻害を抑制する
ものの寄生数は抑制しないこと，本実験Ⅱでは本実験Ⅰの再検証
と液剤が植物の生長に無害であることがわかった。

ジャスモメート液剤の散布によるネコブセンチュウ被害の違いを調べる
(ジャスモメート液剤は，プロヒドロジャスモンを5%含有する市販の植物生
長調整剤である)。

根こぶ数
・汚染土の方が非汚染土より根こぶ数が多い。
・汚染土の中で，液剤散布をしていないAで
根こぶ数が最も少ない。
根の重量
・非汚染土の方が汚染土より根の重量が大きい。
・汚染土の中で，液剤を散布した株の方が，
散布をしない場合より根の重量が大きい。
根1gあたりの根こぶ数
・Aが786,Cが404,Eが228，その他が0となった。
・根に散布した場合に線虫被害が最小だった。

線虫汚染土でのジャスモメート液剤の散布による植物の生長速度
の変化を調べる。

1)トマトを192ポット用意した。
　(1ポットにトマトを2株植えた)
2)市販の土壌で2週間育てた。
3)その後以下の群A,B,C,Dを設定した。

4)一週間後すべての個体の新鮮重量を調べた。

すべての個体の新鮮重量を箱ひげ図(図1)にまとめた。この図から
Cの重量が他に比べて小さく，A,B,Dの間にはあまり差がないこと
がわかる。また，二元配置分散分析を行った結果線虫の有無と液
剤の有無の条件に相互作用があると分かった。Tukey-Kramer検
定(図2)を行い，Cは他のA,B,Dと有意差があると分かった。

線虫汚染土は植物の生長抑制の原因となることがわかった。また
ジャスモメート液剤は線虫による生長不良を抑制し，単体で植物
の生長に悪影響を及ぼさないことがわかった。

実験目的

実験Ⅰ

実験Ⅱ

背景
農作物への線虫被害は一般の農薬では対策が困難
で，根菜類の商品価値を低下させてしまう。その
中でも特に， ネコブセンチュウ は農業害虫のモデ
ル生物として多くの研究の対象となっている。

プロヒドロジャスモンによる害虫忌避効果と植物生長への影響
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☆被食時に起きる植物の防御反応のこと
①植物ホルモンを介して誘発される。
②免疫向上と共に植物の生長を抑制する。
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目的
先行研究で ジャスモン酸メチル のネコブセンチュウに対する忌避効果 が示さ
れ，ジャスモン酸メチルと似た分子構造を持つ プロヒドロジャスモン についても
同様に認められるかどうかを評価する。また，食害応答を利用した防虫方法
において植物の生長抑制が見られるか どうかを評価する。

先行研究

「サツマイモネコブセンチュウの防除における植物ホルモン『ジャ
スモン酸』の応用の可能性」 
⇒ジャスモン酸メチルによる線虫寄生率の低下 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各条件下で1週間の生長を記録した。

今後はベールマン法を用いて一度線虫を回収し，土壌に接種する線虫数を統一した上でより長期間に渡る植物の生長を記録していく事を考え
ている。また根こぶから線虫DNAを抽出し，PCR法を経て寄生線虫数を推定する手法の確立にも課題があると考えている。

ジャスモメート液剤を散布することによって，ネコブセンチュウの寄生

数が減少することが確認された。根1gあたりの根こぶ数に注目する

と，根へのPDJの散布の方が葉への散布よりもネコブセンチュウの

寄生による生長不良の抑制効果が高いことが分かった。実験1では

標本数が少なかったため，今後の実験では標本数を増やしてさらに

多くのデータを分析する必要がある。

本実験ⅠとⅡを行った後問題点を改善するため，龍谷大学の応用線虫学研究所に3日間研修をさせていただいた。

龍谷大学で学んだこと
PCR法，電気泳動により比較的容易に線虫の種類を特定できたこ
と，リアルタイムPCRを用いて線虫数を推定できたことである。ただ
，寄生数の推測はできなかった。

(A,B) (A,C) (A,D) (B,C) (B,D) (C,D)

検定
統計量

0.799 4.774 0.644 4.317 -0.163 -4.449

検定
結果

P>0.05 P<0.05 P>0.05 P<0.05 P>0.05 P<0.05
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4週間育てた後，根こぶ数と根の重量を計測した。
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(図2)　Tukey-kramer法の結果を表にまとめた。
(図1)
A~Dの新鮮重量の箱ひげ図
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